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研究成果の概要（和文）：幼児教育・保育におけるアクティブラーニングの現状と課題を調査し、ユニバーサル
デザイン化に向けて必要な要素を検討した。
その結果、幼児教育・保育におけるアクティブラーニングの実践には、ユニバーサルデザイン化が必須となって
いた。また、幼児教育・保育においては、アクティブラーニングのユニバーサルデザイン化を進める際に、保育
者が果たす役割が重要になっていた。加えて、障害の診断を有していないが配慮を必要とする幼児が在籍してい
るクラスでは、アクティブラーニングを実践する際に、ユニバーサルデザイン化に向けて、数多くの要素を必要
としていた。

研究成果の概要（英文）：The investigation of current status and issues of active learning in the 
early childhood care and education were showed that universal design was indispensable for the 
practice of active learning. It also showed that childcare workers play an essential role in 
promoting universal design of active learning in early childhood care and education. In addition, in
 classes with infants who need consideration without diagnosis of disability, a number of conditions
 for universal design are required when implementing active learning.

研究分野：特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2018年4月より、保育所・幼稚園・認定こども園では、いわゆる「アクティブラーニング」を実践することが必
須となった。一方、これらの施設には、障害児を含む、配慮を必要とする幼児が在籍している。
そのような現状を踏まえ、幼児教育・保育におけるアクティブラーニングの現状と課題、および、そのユニバー
サルデザイン化に必要な要素がクラスの状況によって異なることを明らかにしたことは、今後の幼児教育・保育
における実践の向上と共生社会の実現に向けた基礎的資料としての社会的価値を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 2018年 4月より、保育所・幼稚園・認定こども園(以下、幼児施設とする)では、「主体的・対
話的で深い学び」である、いわゆる「アクティブラーニング」を実践することが必須となった。
また、幼児施設には、障害児や「気になる子」といった何らかの配慮を必要とする幼児(以下、
要配慮児)も在籍している。従って、幼児施設においてアクティブラーニングを実践する際には、
要配慮児を考慮した実践が必要となる。さらに、要配慮児を含むすべての幼児を対象として、ア
クティブラーニングの実践を進めるにあたっては、“ユニバーサルデザイン化”することが有効
であると考えられる。 
 しかし、これまでの研究では、幼児教育・保育においてアクティブラーニングとユニバーサル
デザインを同時に取り上げて報告されているものはみられていなかった。そこで、「幼児教育・
保育におけるアクティブラーニングのユニバーサルデザイン化に有効な実践手法の解明」を研
究課題の核心をなす学術的「問い」として、研究を遂行することとした。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、a)幼児教育・保育におけるアクティブラーニングのユニバーサルデザイン化に必要な
要素を明らかにし、b)幼児教育・保育での実践を支援するためのチェックリストを開発することとした。 
 
３．研究の方法 
 本研究の開始と同時に、COVID-19 の感染が拡大し、計画していた調査研究を予定通りに遂行して
いくことが、極めて困難な状況に陥った。そこで、遂行可能な研究計画に修正をしながら、以下 2 つの
方法を用いて、研究の目的として設定した a)幼児教育・保育におけるアクティブラーニングのユニ
バーサルデザイン化に必要な要素を明らかすることに重点を置いて当該研究課題を進めていく
こととした。 
 
(1)本研究への協力が得られた幼児施設に赴き、アクティブラーニングを伴う活動の実践場面の
観察調査を行うとともに、担任保育者を対象としたインタビュー調査を実施した。その上で、
調査で得られた結果をもとに、幼児教育・保育におけるアクティブラーニングの実践に関す
る現状と、ユニバーサルデザイン化に向けた課題を明らかにすることとした。 
 
(2)幼児施設に勤務し、3歳(年少)児以上のクラスを担当する保育者を対象に、Web でのアンケー
ト調査を実施した。その上で、調査で得られた結果をもとに、アクティブラーニングにおける
ユニバーサルデザイン化に向けた現状と課題を明らかすることとした。 
 
４．研究成果 
 上記で述べたそれぞれの方法を遂行したことにより、以下のような研究成果が得られた。 
 
(1)幼児施設でのアクティブラーニングを伴う活動の実践場面の観察と、担任保育者へのインタ
ビュー調査から、次のようなことが明らかとなった。 
①アクティブラーニングの実践に関する現状として、実践には要配慮児への担任保育者また
は加配保育者による支援が必要不可欠な状況にあった。加えて、アクティブラーニングの実
践においては、担任保育者や加配保育者などの大人の働きかけ方が、主体的・対話的な場面
のユニバーサルデザイン化に影響することが明らかとなった。 
②アクティブラーニングのユニバーサルデザイン化を進める上では、情報提示の仕方や個々
の幼児に対する大人の見方が課題となっていることが明らかとなった。特に、個々の幼児に
対する大人の見方は、周囲の幼児に影響を与えるため、結果として活動にも影響することが
明らかとなった。 

 
(2)幼児施設に勤務し、3歳(年少)児以上のクラスを担当する保育者を対象とした、Web でのアン
ケート調査から、次のようなことが明らかとなった。 
①アクティブラーニングの実践に関する現状として、要配慮児が在籍するクラスほど、アクテ
ィブラーニングを伴う活動に取り組んでいた。従って、アクティブラーニングの実践には、
ユニバーサルデザイン化が必須の状況にあることが明らかとなった。 
②アクティブラーニングを実践するクラスでは、ユニバーサルデザイン化に向けて、特に「指
示の出し方(わかりやすく具体的で、かつ短く、視覚情報も活用した指示を出す)」や「活動
の見通し(活動の流れや内容、方法、時間などに見通しがもてる)」に関する工夫が行われて
いた。 
③要配慮児の中でも、障害の診断を有する幼児が在籍するクラスでは、アクティブラーニング



を実践する際に、当該幼児が在籍していないクラスよりも、「指示の出し方」に関してより
工夫している状況にあった。 
④要配慮児の中でも、障害の診断を有していないが何らかの配慮を必要とする幼児が在籍す
るクラスでは、アクティブラーニングを実践する際に、当該幼児が在籍していないクラスよ
りも、「場の構造化(子どもが見ただけで、迷わずに自発的に活動できる)」や「ルールの確
立(声の大きさや話の聞き方、活動の仕方など一定の決まりを示す)」、「指示の出し方」に関
してより工夫している状況にあった。 
⑤一方で、要配慮児が在籍するクラスでは、「場の構造化」や「活動の見通し」が、アクティ
ブラーニングに取り組む際の工夫として、課題となっていることが明らかとなった。 
 
 以上のことから、国内での幼児教育・保育におけるアクティブラーニングの実践には、ユニバ
ーサルデザイン化が必須となっている現状にある。また、幼児教育・保育においては、アクティ
ブラーニングのユニバーサルデザイン化を進める際に、保育者が果たす役割を、特に重要視して
いかなければならないことが明らかになった。加えて、要配慮児が在籍するクラスでは、障害の
診断の有無によって、アクティブラーニングを実践する際に必要となるユニバーサルデザイン
化に向けた要素が異なっている状況にあった。特に、要配慮児の中でも、障害の診断を有してい
ないが何らかの配慮を必要とする幼児が在籍するクラスでは、アクティブラーニングを実践す
る際に、より多くの工夫が必要となっていた。 
 従って、COVID-19 による感染症の国内における法的位置づけが変更となった現状を踏まえ、
より多くのクラスを対象とした実践場面の調査を重ね、クラスに在籍する幼児の状況と合わせ
ながら、アクティブラーニングのユニバーサルデザイン化に必要な要素を精査していく必要が
ある。 
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